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企業への期待；

バイオマスの酵素分解を評価したい、セルロース繊維質にタンパク
質を固定したい 糖とタンパク質の相互作用をみたいという企業のかた

【研究タイトル】
糖質結合モジュールの応用。

【従来技術の問題点、課題】

特許 研究シーズ

質を固定したい、糖とタンパク質の相互作用をみたいという企業のかた。

【従来技術の問題点、課題】

バイオマスは、セルロースを中心とした植物構造多糖類でできている。その酵素糖化は人類の夢である。我々は、微
生物がもつバイオマス糖化酵素を研究するうちに、微生物が生産する糖化酵素には、触媒する酵素本体のほかに、
糖に結合するタンパク質領域（糖質結合モジュール）が多数存在することを見いだした。なぜ、これらの酵素が多くの
糖質結合モジュールをもつかは謎ではあるが、少なくとも糖質結合モジュールは我々が知らない植物細胞壁の構造
を認識していることが明らかになった。そこで、これらの糖質結合モジュールによる応用について検討を行っている。

【解決手段（あるいは新規な点）】

従来の酵素の改良 従来から使用しているカビの酵素は 糖質モジ ルのバラエティが少なく その結合スペクト従来の酵素の改良ー従来から使用しているカビの酵素は、糖質モジュールのバラエティが少なく、その結合スペクト
ラムも非常に限定されている。これらのモジュールを、我々がもつモジュールに換えることにより新規な酵素が構築で
きる。

糖質結合モジュールが結合できる領域は、その糖質が露出している部分である。バイオマスの前処理をおこなったと
きの糖化性の評価を、糖質結合モジュールの結合量により評価できる。

糖質結合モジュールは、セルロース繊維などに特異的に結合するので、紙、繊維などにタンパク質を特異的に固定
化する目的で使用できる。

糖質に特異的に結合するタンパク質ドメインです（３つ程度）。
繊維質に特異的に結合するので 何かを固定化することができます

図1：糖質結合モジュールは、細胞壁の構造を
認識している

図2：繊維のこわれたところに糖質結合モ
ジュールはよく結合する
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繊維質に特異的に結合するので、何かを固定化することができます。
いろいろな繊維質に結合する種類がありますので、繊維の質などを調べることができます。


